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本
論

　
　
　
一
　
大
食
人
の
通
商

　
西
暦
八
世
紀
の
初
頃
か
ら
、
十
五
世
紀
の
末
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
東
洋
に
來
航
す
る
頃
ま
で
、
約
八
百
年

の
間
は
、
ア
ラ
ブ
人
が
世
界
の
通
商
貿
易
の
舞
臺
に
立
つ
て
、
尤
も
活
躍
し
た
時
代
で
、
殊
に
西
暦
八
世
紀
の

後
半
に
、
〔A

bba^s

〕
王
朝
が
縛
達
〔B

aghda^d

〕
に
都
を
奠
め
て
以
來
、
彼
等
は
海
上
か
ら
印
度
や
支
那

方
面
の
通
商
に
尤
も
力
を
注
い
だ
。

　
ア
ラ
ブ
人
は
ペ
ル
シ
ア
灣
か
ら
印
度
洋
を
經
、
マ
ラ
イ
半
島
を
廻
つ
て
、
今
日
の
廣
東
へ
來
て
、
盛
ん
に
通

商
を
營
ん
だ
。
廣
東
を
そ
の
當
時
の
ア
ラ
ブ
人
は
、K

hanfou
(K

hanfu)

　
と
呼
ん
だ
。K

hanfou

と
は
廣
府

の
音
譯
で
あ
る
。
今
日
の
廣
東
は
唐
時
代
に
、
廣
州
と
も
廣
府
と
も
呼
ば
れ
た
。
『
舊
唐
書
』
『
唐
六
典
』
を

始
め
、
當
時
の
公
私
の
記
録
に
廣
府
と
い
ふ
名
稱
が
疊
見
し
て
居
る
。

　
こ
の
廣
州
の
外
、
嶺
南
の
交
州
、
江
南
の
揚
州
、
福
建
の
泉
州
に
も
唐
時
代
か
ら
ア
ラ
ブ
人
が
通
商
を
開
い

て
居
つ
た
。
西
暦
九
世
紀
の
半
頃
の
ア
ラ
ブ
地
理
學
者Ibn
《
イ
ブ
ン
》
〔K

horda^dbeh

〕
《
コ
ル
ダ
ー
ド

ベ
ー
》
の
著
書
に
、
支
那
の
貿
易
港
を
南
か
ら
順
次
に
數
へ
て
、
〔Louki^n

〕
《
ル
ウ
キ
ー
ン
》(alW

akin

),K
hanfou,D

janfou

《
ジ
ヤ
ン
フ
ウ
》,K

antou

《
カ
ン
ツ
ウ
》(K

ansu)

と
記
載
し
て
あ
る
が
、
こ
の
〔Lo
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uki^n

〕
は
交
州
、D

janfou

は
泉
州
、K

antou

は
揚
州
を
指
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
併
し
此
等
諸
貿
易
港

の
中
で
、
勿
論
廣
州
が
第
一
に
繁
昌
を
極
め
た
。
そ
の
有
樣
は
今
日
で
も
東
西
の
史
料
に
よ
つ
て
、
か
な
り
詳

細
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
ア
ラ
ブ
人
の
支
那
通
商
は
、
そ
の
間
に
多
少
の
盛
衰
や
、
一
時
の
斷
絶
は
あ
つ
て
も
、
大
體
か
ら
見
渡
し
て
、

唐
か
ら
五
代
を
經
て
、
宋
に
至
る
ま
で
、
格
別
の
變
化
な
く
繼
續
し
た
。
否
宋
代
と
な
る
と
、
ア
ラ
ブ
人
の
通

商
は
一
層
盛
大
を
極
め
、
又
そ
れ
に
關
係
あ
る
支
那
方
面
の
記
録
材
料
も
一
層
多
く
傳
は
つ
て
居
る
。

　
宋
は
最
初
廣
州
、
明
州
（
浙
江
）
、
杭
州
（
浙
江
）
を
外
國
貿
易
港
に
指
定
し
て
、
こ
こ
に
市
舶
司
を
置
い

て
、
關
税
徴
收
を
始
め
、
外
國
貿
易
に
關
す
る
一
切
の
事
務
を
管
理
し
た
。
當
時
こ
の
三
貿
易
港
の
市
舶
司
を

略
し
て
、
三
司
と
も
い
う
た
。
併
し
北
宋
時
代
の
關
税
收
入
の
有
樣
を
檢
べ
る
と
、
廣
州
の
一
港
で
全
關
税
の

十
分
の
九
以
上
を
占
め
て
居
る
か
ら
、
唐
時
代
と
同
樣
に
、
北
宋
時
代
で
も
、
矢
張
り
廣
州
の
貿
易
が
特
に
繁

昌
を
極
め
た
事
實
が
わ
か
る
。

　
所
が
北
宋
の
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
福
建
の
泉
州
が
外
國
貿
易
港
と
し
て
、
次
第
に
隆
盛
に
赴
い
て
來
た
。

泉
州
に
市
舶
司
の
開
か
れ
た
年
代
は
、
多
少
異
説
が
あ
つ
て
も
、
先
づ
北
宋
の
哲
宗
の
元
祐
二
年
（
西
暦
一
〇

八
七
）
と
な
つ
て
居
る
が
、
事
實
と
し
て
は
、
既
に
北
宋
の
初
期
か
ら
、
外
國
の
貿
易
船
が
か
な
り
盛
ん
に
泉

州
へ
入
港
し
て
居
る
。
そ
は
兔
に
角
、
泉
州
が
開
港
さ
れ
る
と
、
泉
州
は
宋
時
代
に
は
福
建
路
に
屬
し
、
廣
州

は
廣
南
東
路
に
、
杭
州
、
明
州
は
倶
に
兩
浙
路
に
屬
し
た
か
ら
、
當
時
こ
れ
ら
の
諸
港
の
市
舶
司
を
總
括
し
て
、

三
路
市
舶
司
と
稱
し
た
。
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泉
州
の
開
港
後
四
十
年
許
を
經
る
と
、
宋
が
南
渡
し
て
杭
州
が
南
宋
一
代
の
行
在
と
な
つ
た
。
中
世
の
外
國

人
達
が
杭
州
を
指
し
て
、K

hinzai

《
キ
ン
ザ
イ
》 

又
は K

hanzai

《
カ
ン
ザ
イ
》 

と
稱
す
る
の
は
、
こ
の
行

在
を
訛
つ
た
も
の
と
見
え
る
。
杭
州
は
南
宋
時
代
を
通
じ
て
支
那
第
一
の
大
都
會
と
し
て
尤
も
繁
昌
を
極
め
た
。

か
く
て
杭
州
に
近
き
泉
州
は
、
地
の
利
を
占
め
た
上
に
、
南
宋
時
代
を
通
じ
て
、
支
那
政
府
は
國
庫
の
收
入
を

増
加
せ
ん
が
爲
に
、
頻
り
に
外
蕃
の
通
商
を
奬
勵
し
た
か
ら
、
泉
州
の
貿
易
は
年
一
年
と
長
足
の
發
展
を
し
て
、

廣
州
と
頡
頏
し
て
讓
ら
ざ
る
位
置
に
立
ち
、
更
に
南
宋
末
か
ら
元
時
代
に
か
け
て
、
泉
州
の
勢
力
は
遂
に
廣
州

を
も
凌
駕
す
る
に
至
つ
た
。
當
時
支
那
か
ら
海
外
に
出
掛
け
る
貿
易
船
、
海
外
か
ら
支
那
に
入
り
來
る
貿
易
船

は
皆
泉
州
に
輻
輳
し
た
。
元
時
代
に
泉
州
を
觀
光
し
た M

arco Polo 

や 

〔Ibn B
atu^ta

〕 

は
、
何
れ
も
泉
州

を
當
時
世
界
無
二
の
大
貿
易
港
と
稱
し
て
居
る
。

　
泉
州
は
宋
末
や
元
時
代
の
ア
ラ
ブ
人
、
そ
の
他
の
西
方
外
國
人
に
、Zayton

《
ザ
イ
ト
ン
》,  

〔Zaytu^n

〕

《
ザ
イ
ツ
ー
ン
》 

又
は Zeytoun

《
ゼ
イ
ツ
ウ
ン
》 

等
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
稱
呼
の
起
源
は
、
五
代
の
半
頃

に
泉
州
を
管
領
し
た
留
從
效
と
い
ふ
者
が
、
泉
州
城
を
改
築
し
た
際
に
、
城
壁
の
四
周
に
刺
桐
樹
を
植
ゑ
付
け

た
か
ら
、
泉
州
城
は
そ
の
後
、
刺
桐
城
と
も
、
桐
城
と
も
、
呼
ば
る
る
こ
と
と
な
つ
た
。
ア
ラ
ブ
人
は
こ
の
刺

桐
城
を
そ
の
儘
に
、
〔M

e'dinet

〕
《
メ
ジ
ネ
ー
》 Zeytoun

《
ゼ
イ
ツ
ウ
ン
》 

と
い
ひ
、
或
は
城
市
の
意
味

に
當
る 

〔M
e'dinet

〕 

を
略
し
て
、
單
に Zeytoun 

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
支
那
居
留
の
大
食
商
賈
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宋
時
代
に
支
那
に
通
商
し
た
ア
ラ
ブ
人
が
、
支
那
の
開
港
埠
に
於
け
る
生
活
状
態
を
一
瞥
す
る
と
、
彼
等
は

事
實
と
し
て
は
、
時
に
城
内
に
支
那
人
と
雜
居
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
一
定
の
居
留
地
を
も
つ

て
、
こ
こ
に
住
居
し
て
居
つ
た
。
當
時
こ
の
居
留
地
を
蕃
坊
と
呼
ん
だ
。
蕃
坊
と
は
蕃
人
の
住
居
す
る
坊
市
の

義
で
あ
る
。
泉
州
の
居
留
地
は
州
城
の
南
に
在
つ
て
、
普
通
に
之
を
泉
南
と
稱
し
た
。
泉
南
は
晉
江
の
流
に
臨

ん
で
、
海
上
交
通
の
便
利
多
か
つ
た
故
、
こ
こ
に
居
留
地
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
廣
州
の
方
も

同
樣
で
、
珠
江
の
流
に
臨
ん
だ
方
面
に
、
蕃
客
の
居
留
地
が
在
つ
た
樣
に
想
ふ
。

　
こ
の
居
留
地
を
取
締
る
爲
に
、
蕃
長
司
と
い
ふ
役
所
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
都
蕃
長
又
は
蕃
長
が
居
つ
て
事

務
を
管
理
し
た
。
こ
の
都
蕃
長
又
は
蕃
長
は
、
在
留
蕃
客
の
中
に
就
い
て
尤
も
徳
望
あ
る
者
を
選
ん
で
、
支
那

政
府
か
ら
任
命
し
た
こ
と
と
見
え
る
。
彼
等
は
蕃
坊
の
取
締
り
に
任
ず
る
外
、
又
支
那
政
府
の
爲
に
、
海
外
の

蕃
商
を
招
徠
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

　
宋
時
代
に
は
支
那
政
府
は
概
し
て
蕃
客
の
通
商
を
奬
勵
し
た
。
自
然
在
留
蕃
商
を
優
遇
し
て
、
た
と
ひ
彼
等

に
多
少
の
犯
則
非
法
の
行
爲
が
あ
つ
て
も
、
大
抵
は
不
問
に
看
過
し
た
。
在
留
蕃
商
同
志
の
間
に
起
る
犯
罪
は
、

唐
時
代
か
ら
彼
等
本
國
の
法
律
に
よ
つ
て
處
分
し
、
支
那
官
憲
は
干
渉
せ
ぬ
の
を
原
則
と
し
た
が
、
宋
時
代
に

は
一
層
こ
の
範
圍
を
擴
め
て
、
蕃
商
と
支
那
人
と
の
間
に
起
る
犯
罪
で
も
、
重
大
事
件
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
成

る
べ
く
彼
等
の
法
律
に
よ
つ
て
處
分
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
北
宋
末
の
朱
彧
の
作
つ
た
『
萍
洲
可
談
』
に
據
る
と
、
在
留
外
國
人
が
徒
刑
以
上
の
重
罪
を
犯
せ
ば
、
支
那
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官
吏
の
手
で
裁
決
し
、
そ
れ
以
下
の
輕
罪
は
蕃
坊
に
送
つ
て
、
蕃
長
自
身
の
裁
斷
に
一
任
し
た
と
あ
る
が
『
宋

史
』
の
列
傳
な
ど
を
見
る
と
、
宋
時
代
に
支
那
在
留
の
外
國
商
人
が
『
萍
洲
可
談
』
の
記
事
以
上
の
特
典
を
受

け
、
一
種
の
治
外
法
權
を
も
つ
て
居
つ
た
こ
と
を
疑
ふ
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
宋
時
代
に
、
支
那
の
沿
岸
諸
港
に
來
寓
し
た
蕃
商
即
ち
外
國
商
人
は
、
主
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
見
え
、

決
し
て
豚
肉
を
食
用
せ
ぬ
。
彼
等
は
皆
巨
萬
の
富
を
擁
し
て
衣
食
住
に
贅
澤
の
限
り
を
盡
し
た
こ
と
は
、
仔
細

に
當
時
の
記
録
に
傳
は
つ
て
居
る
。
開
港
地
の
地
方
官
は
、
時
に
彼
等
の
出
資
に
頼
つ
て
城
普
請
を
行
ひ
、
又

は
警
備
艦
を
作
つ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
蕃
坊
即
ち
外
國
人
の
居
留
地
に
は
、
勿
論
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
婦
人
も
滯
在
し
て
居
つ
た
が
、
當
時
こ
れ
を
波

斯
婦
と
も
、
菩
薩
蠻
と
も
い
ふ
た
。
菩
薩
蠻
と
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
指
す
所
の M

ussulm
an

《
ム
ツ
ス
ル
マ
ン
》

 

又
は
そ
れ
を
訛
つ
た B

ussurm
an

《
ブ
ツ
ス
ル
マ
ン
》 

の
音
譯
で
あ
る
。
菩
薩
蠻
は
唐
時
代
か
ら
樂
府
の
題

目
と
な
つ
て
居
る
が
、
こ
の
唐
時
代
の
菩
薩
蠻
が
、
果
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
婦
人
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
や

否
や
は
、
大
な
る
疑
問
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
之
を
措
き
、
北
宋
の
末
頃
に
は
、
廣
州
地
方
で
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
婦
人
を
も
、
菩
薩
蠻
と
稱
し
た
こ
と
だ
け
は
事
實
で
あ
る
。
波
斯
婦
と
は
、
當
時
蕃
坊
に
來
寓
し
た
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
、
多
く
波
斯
灣
附
近
の
商
人
で
あ
つ
た
故
と
想
像
さ
れ
る
。
五
代
の
時
南
漢
主
劉
鋹
が
波
斯
女
を

寵
愛
し
て
政
事
を
荒
廢
し
た
の
は
、
恐
ら
く
當
時
廣
州
に
來
寓
し
た
波
斯
女
を
後
宮
に
納
れ
た
者
で
あ
ら
う
。

　
蕃
坊
在
留
の
外
國
人
で
、
支
那
婦
人
を
迎
へ
て
愛
妾
と
し
た
も
の
も
尠
く
な
い
樣
で
あ
る
。
『
萍
洲
可
談
』

に
據
る
と
、
北
宋
の
末
に
、
廣
東
在
留
の
ア
ラ
ブ
人
で
劉
姓
の
人
が
、
宗
室
の
女
を
娶
つ
て
左
班
殿
直
と
い
ふ
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官
職
に
就
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
『
宋
會
要
』
に
據
る
と
、
南
宋
の
初
に
、
廣
東
在
住
の
右
武
大
夫
の
曾
訥

が
、
ア
ラ
ブ
商
人
の
蒲
亞
里
（A

bu
A

li?

）
と
い
ふ
者
の
財
力
豐
富
な
る
を
利
と
し
て
、
こ
の
人
に
そ
の
妹
を

嫁
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
る
。
元
時
代
に
東
方
を
觀
光
し
た
西
人
の
記
録
に
據
つ
て
も
、
こ
の
事
實
を
確
め
る
こ

と
が
出
來
る
。
此
等
在
留
外
國
人
の
中
に
は
、
又
支
那
の
學
問
を
修
め
、
更
に
進
ん
で
科
擧
に
應
じ
た
者
さ
へ

あ
る
。

　
支
那
へ
往
來
す
る
外
國
の
貿
易
船
を
、
支
那
人
は
普
通
に
市
舶
又
は
互
市
舶
と
呼
ん
だ
が
、
ま
た
、

　
　
南
海
舶
（
『
唐
國
史
補
』
卷
下
）

　
　
番
舶
（
『
新
唐
書
』
卷
百
六
十
三
孔
巣
父
傳
）

　
　
西
南
夷
舶
（
『
新
唐
書
』
卷
百
三
十
一
李
勉
傳
）

　
　
波
斯
舶
（
『
大
唐
求
法
高
僧
傳
』
卷
下
）

　
　
崑
崙
舶
（
『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
）

　
　
崑
崙
乘
舶
（
『
舊
唐
書
』
卷
八
十
九
王
方
慶
傳
）

　
　
西
域
舶
（
『
舊
唐
書
』
卷
百
三
十
一
李
勉
傳
）

　
　
蠻
舶
（
『
舊
唐
書
』
卷
百
七
十
七
盧
鈞
傳
）

　
　
海
舶
（
『
梁
書
』
卷
三
十
三
王
僧
孺
傳
）

　
　
南
蕃
海
舶
（
『
癸
辛
雜
識
』
後
集
）

　
　
波
羅
門
舶
（
『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
）
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師
子
國
舶
（
『
唐
國
史
補
』
卷
下
）

　
　
外
國
舶
（
『
南
史
』
卷
五
十
一
梁
宗
室
傳
上
、
蕭
勵
傳
）

な
ど
種
々
の
名
稱
を
附
し
て
居
る
。
此
等
の
船
は
勿
論
帆
船
で
、
航
海
に
か
な
り
時
日
を
要
し
た
。
大
食
の
商

人
は
そ
の
本
國
と
支
那
と
の
往
復
に
普
通
二
ヶ
年
を
費
し
た
。

　
支
那
に
往
來
す
る
外
國
商
人
は
、
勿
論
そ
の
自
國
船
に
搭
乘
し
た
者
が
多
い
け
れ
ど
、
又
南
洋
航
行
の
支
那

船
に
便
乘
し
た
者
も
尠
く
な
い
。
殊
に
宋
元
時
代
に
か
け
て
、
大
食
の
商
人
は
普
通
に
支
那
船
に
便
乘
し
た
。

　
當
時
南
洋
航
行
の
支
那
船
の
構
造
設
備
等
は
、
割
合
に
整
頓
し
て
居
つ
た
。
支
那
船
た
る
と
外
國
船
た
る
と

を
問
は
ず
、
當
時
の
貿
易
船
は
す
べ
て
帆
船
で
あ
る
か
ら
、
風
を
第
一
の
手
頼
と
す
る
。
南
海
か
ら
支
那
へ
來

る
に
は
、
西
南
風
の
吹
く
舊
暦
の
四
月
の
末
か
ら
五
、
六
月
の
頃
で
、
支
那
か
ら
南
海
に
往
く
の
は
そ
の
反
對

に
東
北
風
の
吹
く
十
月
末
か
ら
十
二
月
の
間
に
限
つ
た
。
是
故
に
舊
暦
の
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
半
年
間

が
、
支
那
の
諸
港
に
在
る
蕃
坊
の
繁
昌
期
で
あ
る
。

　
蕃
坊
在
住
の
外
國
商
人
の
多
數
は
、
冬
期
に
一
旦
歸
國
す
る
が
、
そ
の
儘
蕃
坊
に
居
殘
る
者
も
尠
く
な
い
。

こ
れ
を
住
唐
と
い
ふ
。
中
に
は
五
年
も
十
年
も
歸
國
せ
ず
に
蕃
坊
に
永
住
す
る
者
も
あ
る
。
北
宋
の
徽
宗
の
政

和
四
年
（
西
暦
一
一
一
四
）
に
、
諸
外
國
人
の
中
國
に
居
住
す
る
こ
と
已
に
五
世
を
經
た
者
の
、
遺
産
處
分
法

を
定
め
て
居
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
頃
五
世
も
引
續
い
て
永
住
し
た
蕃
商
の
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る

永
住
の
外
國
人
が
中
國
に
て
生
ん
だ
子
を
、
當
時
土
生
蕃
客
と
稱
し
た
。
本
題
の
蒲
壽
庚
の
如
き
も
、
多
分
こ

の
土
生
蕃
客
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
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三
　
廣
州
居
留
の
蒲
姓

　
愈
〻
本
題
に
入
つ
て
蒲
壽
庚
の
こ
と
を
申
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
蒲
壽
庚
と
い
ふ
人
は
、
も
と
外
國
人

で
、
南
宋
の
末
期
に
三
十
年
間
も
、
提
擧
市
舶
の
職
を
務
め
て
、
巨
大
な
る
財
産
と
勢
力
と
を
蓄
へ
、
宋
元
鼎

革
の
際
に
か
な
り
重
要
な
る
關
係
を
も
つ
た
人
で
あ
る
。
併
し
『
宋
史
』
に
も
『
元
史
』
に
も
そ
の
傳
を
載
せ

て
な
い
。
清
の
魏
源
の
『
元
史
新
編
』
の
目
録
に
は
、
二
十
九
に
平
宋
功
臣
列
傳
が
あ
つ
て
、
そ
の
中
に
蒲
壽

庚
の
名
を
列
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
肝
心
の
本
文
に
は
そ
の
傳
が
缺
け
て
居
る
。
最
近
の
出
版
に
係
る
民
國
の

柯
劭
忞
氏
の
『
新
元
史
』
に
は
、
流
石
に
そ
の
卷
百
七
十
七
に
、
蒲
壽
庚
の
傳
を
收
め
て
あ
る
が
、
記
事
は
極

め
て
寥
々
た
る
も
の
で
、
そ
の
外
國
人
た
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
一
言
隻
句
も
述
べ
て
な
い
。
『
宋
史
』
殊
に

『
元
史
』
の
記
事
中
に
は
、
時
々
蒲
壽
庚
の
名
が
出
て
來
る
け
れ
ど
、
全
く
斷
片
的
で
、
そ
の
人
の
經
歴
や
血

統
を
闡
明
す
べ
く
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
。
從
つ
て
東
西
の
學
者
間
に
も
、
こ
の
人
の
事
蹟
は
、
今
日
ま
で
殆
ん

ど
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。

　
蒲
壽
庚
の
事
蹟
を
調
査
す
る
の
に
、
彼
の
血
統
の
こ
と
を
傳
へ
た
第
一
の
古
い
材
料
は
、
南
宋
の
遺
民
の
鄭

所
南
の
『
心
史
』
で
あ
る
。
鄭
所
南
は
福
建
の
人
で
、
蒲
壽
庚
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
こ
の
人
は
生
涯
元
朝

に
反
抗
し
た
人
で
、
そ
の
詩
文
に
も
徹
頭
徹
尾
種
族
的
排
外
思
想
を
鼓
吹
し
て
あ
る
か
ら
、
當
時
の
官
憲
を
憚

り
、
之
を
鐵
函
に
藏
し
て
、
井
中
に
埋
沒
し
て
置
い
た
の
が
、
明
末
の
崇
禎
十
一
年
（
西
暦
一
六
三
八
）
に
な
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つ
て
、
世
間
に
現
れ
て
來
た
。
清
朝
時
代
に
は
禁
書
と
な
つ
て
居
つ
た
が
、
そ
の
末
期
に
は
支
那
志
士
の
間
に

愛
讀
さ
れ
て
、
種
族
革
命
説
に
か
な
り
大
な
る
影
響
を
與
へ
て
居
る
。

　
右
の
如
き
來
歴
の
書
物
で
あ
る
か
ら
、
學
者
の
中
に
は
『
心
史
』
の
眞
僞
に
就
い
て
、
疑
を
挾
む
者
も
尠
く

な
い
。
甚
し
き
は
そ
の
僞
作
た
る
こ
と
を
斷
言
し
た
人
も
あ
る
。
併
し
吾
が
輩
が
そ
の
内
容
に
就
い
て
研
究
し

た
所
で
は
、
僞
作
と
は
認
め
難
い
。
當
時
の
史
料
と
し
て
、
十
分
參
考
に
供
し
得
べ
き
價
値
あ
る
も
の
と
思
ふ
。

　
鄭
所
南
の
『
心
史
』
に
は
、
蒲
壽
庚
を
蒲
受
畊
に
作
つ
て
、
そ
の
祖
は
南
蕃
人
な
り
と
記
し
て
あ
る
。
明
末

の
何
喬
遠
の
『
閩
書
』
に
は
、
蒲
壽
庚
の
事
蹟
を
一
番
詳
細
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
彼
の
祖
先
を
西

域
人
と
認
め
て
居
る
。
或
は
南
蕃
人
と
い
ひ
、
或
は
西
域
人
と
い
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
蒲
壽
庚
は
、
も
と
外
國

産
で
あ
る
べ
き
は
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
吾
が
輩
は
更
に
彼
の
姓
を
蒲
と
稱
す
る
點
か
ら
推
測
し
て
、
蒲
壽
庚
は
蓋
し
ア
ラ
ブ
人
即
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
ら
う
と
斷
定
す
る
。
支
那
の
記
録
に
見
え
て
居
る
外
國
人
の
姓
に
蒲
と
あ
る
の
は
、
ア
ラ
ブ
人
の
名
乘
に

普
通
な
、A

bu (A
bou) 

の
音
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
説
は
、
今
よ
り
二
十
餘
年
前
に
、
ド
イ
ツ

の
ヒ
ル
ト
氏
の
唱
へ
出
し
た
所
で
あ
る
が
、
吾
が
輩
は
こ
の
蒲
壽
庚
の
蒲
も
同
樣
と
認
め
た
い
。
ア
ラ
ブ
人
な

ら
ば
、
南
蕃
人
と
稱
し
て
も
、
西
域
人
と
稱
し
て
も
、
事
實
少
し
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
。

『
宋
史
』
の
外
國
傳
の
大
食
國
の
條
を
見
る
と
、
當
時
大
食
か
ら
宋
の
朝
廷
に
來
貢
し
た
使
者
に
、
蒲
と
い
ふ

姓
を
稱
す
る
者
が
甚
だ
多
い
。
試
み
に
そ
の
四
五
を
擧
げ
る
と
、

　
　
太
祖
開
寶
九
年
（
西
暦
九
七
六
）
　
蒲
希
密
　A

bu H
am

id ?
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太
宗
太
平
興
國
二
年
（
西
暦
九
七
七
）
　
蒲
思
那
　
〔A

bu
Si^na

?

〕

　
　
太
宗
至
道
元
年
（
西
暦
九
九
五
）
　
蒲
押
陁
黎
　A

bu
A

dil?
　
　
眞
宗
景
徳
元
年
（
西
暦
一
〇
〇
四
）
　
蒲
加
心
　A

bu
K

ashim
?

　
　
眞
宗
天
禧
三
年
（
西
暦
一
〇
一
九
）
　
蒲
麻
勿
陁
婆
離
　A

bu
M

ahm
ud

D
aw

al?

　
　
仁
宗
嘉
祐
中
（
西
暦
一
〇
五
六
　
一
〇
六
三
）
　
蒲
沙
乙
　A

bu
Said

?

　
ア
ラ
ブ
人
は
已
に
述
べ
た
通
り
、
唐
の
中
世
以
後
南
洋
を
經
て
、
盛
ん
に
支
那
に
通
商
を
營
ん
だ
。
從
つ
て

南
洋
の
樞
要
の
地
に
は
、
ア
ラ
ブ
人
の
假
寓
し
た
も
の
が
多
か
つ
た
。
中
に
も
室
利
佛
逝
〔C

,ri^bho^dja

〕

國
は
、
東
西
兩
洋
の
中
間
に
在
つ
て
、
當
時
貿
易
の
繁
昌
し
た
所
で
、
ア
ラ
ブ
人
は
之
を
訛
つ
てSarbaza

又

はSerboza

と
も
稱
し
た
。
支
那
の
記
録
に
三
佛
齊
と
あ
る
の
は
、
こ
のSarbaza

又
はSerboza

の
音
譯
ら

し
い
。
南
宋
の
趙
汝
适
の
『
諸
蕃
志
』
に
、
こ
の
國
の
こ
と
を
記
し
て
、
國
人
多
姓
蒲
と
あ
る
の
は
、
當
時
こ

の
國
に
假
寓
し
た
ア
ラ
ブ
商
人
の
こ
と
を
指
し
た
樣
に
想
は
れ
る
。

　
占
城
即
ち
占
婆C
ham

pa

に
も
、
ア
ラ
ブ
商
人
が
多
く
假
寓
し
て
居
つ
た
樣
で
あ
る
。
占
婆
は
ア
ラ
ブ
人
に

Senf(Sanf)

と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。Senf

は
勿
論C

ham
pa

の
音
を
訛
つ
た
も
の
で
あ
る
。
『
宋
史
』
外
國

傳
に
據
る
と
、
五
代
の
周
の
世
宗
の
顯
徳
年
間
（
西
暦
九
五
四
　
九
五
九
）
に
、
占
城
國
の
使
者
莆
訶
散
と
い

ふ
者
が
、
薔
薇
水
を
獻
上
し
て
居
る
。
薔
薇
水
は
大
食
國
殊
に
ペ
ル
シ
ア
灣
沿
岸
地
の
特
産
で
、
占
城
の
産
物

で
は
な
い
。
莆
訶
散
の
名
も
ア
ラ
ブ
人
で
、A

bulH
assan

の
音
譯
ら
し
い
。
莆
訶
散
の
外
に
、
宋
時
代
に
こ

の
國
か
ら
支
那
に
來
貢
し
た
使
者
の
名
に
、
ア
ラ
ブ
人
ら
し
い
の
が
尠
く
な
い
。
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支
那
の
南
方
の
門
戸
に
當
る
海
南
島
に
も
、
後
く
も
、
宋
元
時
代
に
、
ア
ラ
ブ
商
人
、
然
ら
ず
と
も
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
、
か
な
り
移
住
し
て
居
つ
た
樣
子
で
、
兔
に
角
こ
の
住
民
に
も
、
蒲
姓
の
人
が
尠
か
ら
ざ
る
事
實
が

あ
る
。

　
さ
て
本
題
の
蒲
壽
庚
に
立
ち
返
つ
て
、
彼
の
祖
先
の
こ
と
は
已
に
紹
介
し
た
通
り
明
末
に
出
來
た
『
閩
書
』

の
中
に
、
尤
も
詳
細
に
見
え
て
居
る
。
そ
の
記
事
に
據
る
と
、
彼
の
祖
先
は
も
と
廣
州
に
住
居
し
て
所
謂
蕃
長

の
職
を
務
め
、
大
な
る
資
産
を
も
つ
て
居
つ
た
樣
で
あ
る
。
鄭
所
南
の
『
心
史
』
に
は
、
蒲
受
畊
（
蒲
壽
庚
）

の
祖
は
、
兩
廣
第
一
の
富
豪
で
あ
つ
た
と
記
載
し
て
あ
る
。
こ
の
蒲
壽
庚
の
祖
先
が
、
も
と
廣
東
に
僑
居
し
て
、

大
な
る
資
産
を
有
し
て
居
つ
た
と
い
ふ
事
實
は
、
端
な
く
も
、
南
宋
の
岳
珂
の
『
※
史
』
に
在
る
、
廣
州
の
蒲

姓
の
記
事
を
想
起
せ
し
む
る
。

　
こ
の
岳
珂
は
岳
霖
の
子
で
、
有
名
な
る
岳
飛
の
孫
に
當
る
。
南
宋
の
光
宗
の
紹
煕
三
年
（
西
暦
一
一
九
二
）

父
の
岳
霖
が
廣
州
の
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
時
、
彼
も
そ
の
地
に
同
行
し
て
、
廣
州
滯
在
の
蒲
姓
と
も
親
し
く

往
來
し
、
そ
の
親
覩
し
た
所
を
『
※
史
』
の
中
に
記
載
し
て
居
る
。
左
に
そ
の
大
要
を
紹
介
い
た
さ
う
。

　
廣
州
城
内
に
雜
居
し
て
居
る
幾
多
の
海
※
の
中
で
、
最
も
富
豪
を
以
て
聞
え
た
の
は
蒲
姓
の
人
で
あ
る
。
彼

は
も
と
占
城
の
貴
人
で
あ
る
が
、
中
國
に
滯
留
し
て
、
そ
の
國
の
貿
易
事
務
を
管
掌
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
年

月
を
經
る
儘
に
、
廣
州
城
内
に
宏
大
壯
麗
な
る
邸
宅
を
構
へ
た
。
支
那
人
な
ら
ば
、
當
然
官
憲
か
ら
譴
責
を
受

く
る
程
の
贅
澤
を
盡
し
た
が
、
外
國
人
で
も
あ
り
、
且
つ
は
盛
ん
に
互
市
を
營
ん
で
、
國
庫
の
歳
入
に
も
關
係

を
及
ぼ
す
人
の
こ
と
と
て
、
支
那
の
官
吏
は
遠
慮
し
て
、
之
を
不
問
に
置
い
た
。
こ
の
蒲
姓
の
風
習
と
し
て
、
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特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
（
一
）
清
淨
を
尚
ぶ
こ
と
、
（
二
）
殿
堂
を
設
け
て
禮
拜
祈
福
す
る
け
れ
ど
、
決
し

て
偶
像
を
設
け
ぬ
こ
と
、
（
三
）
食
事
す
る
際
に
は
、
必
ず
一
方
の
手
の
み
を
使
用
し
て
、
他
の
一
方
の
手
は

便
用
の
時
に
使
用
す
る
外
決
し
て
食
事
に
使
用
せ
ぬ
こ
と
、
（
四
）
そ
の
使
用
す
る
文
字
は
異
樣
で
、
中
國
の

篆
書
、
籀
文
の
如
き
形
を
な
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
岳
珂
の
記
し
た
所
に
據
る
と
、
蒲
姓
の
風
習
は
頗
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
そ
れ
と
類
似
し
て
居
る
。
廣
州

滯
留
の
蒲
姓
は
ア
ラ
ブ
商
人
に
相
違
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
※
は
も
と
南
夷
（
西
南
夷
）
の
一
種
で
あ
る
が
、
當

時
南
洋
方
面
よ
り
海
上
支
那
に
交
通
し
た
外
國
商
人
を
、
一
般
に
海
※
と
も
舶
※
と
も
稱
し
た
。
ア
ラ
ブ
商
人

も
勿
論
海
※
と
稱
し
て
差
支
な
い
。
廣
州
の
蒲
姓
と
同
時
に
、
福
建
の
泉
州
に
居
つ
て
、
巨
萬
の
富
を
擁
し
た

舶
※
に
、
尸
羅
圍
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
そ
の
名
か
ら
推
し
て
、
こ
の
舶
※
は
ペ
ル
シ
ア
灣
頭
〔Si^ra^f

〕
の

産
の
蕃
商
た
る
こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
。
岳
珂
は
蒲
姓
を
占
城
の
人
と
記
し
て
居
る
が
、
上
に
述
べ
た
如
く
、
當
時

占
城
に
ア
ラ
ブ
商
人
の
假
寓
し
た
者
が
尠
く
な
い
筈
故
、
こ
の
蒲
姓
も
も
と
占
城
に
僑
居
し
た
ア
ラ
ブ
商
人
と

認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
尚
ほ
岳
珂
の
傳
ふ
る
所
に
據
る
と
、
蒲
姓
の
家
宅
の
後
に
高
大
な
窣
堵
波
が
あ
つ
て
、
そ
の
構
造
樣
式
は
全

く
普
通
の
佛
塔
と
相
違
し
て
居
る
。
毎
年
四
五
月
の
交
と
な
る
と
、
廣
州
滯
在
の
群
※
が
こ
の
塔
上
に
登
つ
て
、

天
に
叫
呼
し
て
南
風
を
祈
り
、
外
舶
の
入
境
の
便
利
を
圖
つ
た
。
こ
の
窣
堵
波
の
絶
頂
に
は
、
も
と
巨
大
な
る

金
雞
が
あ
つ
た
が
、
後
ち
盜
難
に
罹
つ
て
そ
の
一
足
を
失
ひ
、
爾
後
一
足
の
儘
の
金
雞
が
塔
の
頂
上
に
在
つ
た

と
い
ふ
。
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吾
が
輩
は
こ
の
岳
珂
の
記
事
か
ら
推
測
し
て
、
現
今
廣
州
城
内
に
あ
る
懷
聖
寺
の
番
塔
又
は
光
塔
　
　
廣
東

の
一
名
物
で
あ
る
　
　
は
、
南
宋
時
代
の
蒲
姓
の
宅
後
の
窣
堵
波
と
關
係
あ
る
も
の
と
認
め
た
い
。
懷
聖
寺
は

普
通
の
傳
説
で
は
、
支
那
へ
始
め
て
イ
ス
ラ
ム
教
を
將
來
し
た
斡
葛
思 

〔W
akka^s

〕 

の
建
て
た
も
の
だ
と

い
ふ
が
、
勿
論
信
用
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
懷
聖
寺
に
在
る
番
塔
の
構
造
樣
式
、
さ
て
は
そ
の
塔
上
の
金
雞
な

ど
、
蒲
姓
の
窣
堵
波
と
、
偶
然
と
し
て
は
餘
り
の
類
似
で
あ
る
。
吾
が
輩
は
今
の
番
塔
は
、
宋
代
の
蒲
姓
の
窣

堵
波
の
遺
物
で
な
い
か
と
想
ふ
。
吾
が
輩
は
更
に
進
ん
で
懷
聖
寺
そ
の
も
の
も
、
或
は
宋
代
の
蒲
姓
の
建
立
で

は
あ
る
ま
い
か
と
想
ふ
。

　
餘
談
は
し
ば
ら
く
措
き
、
兔
に
角
『
※
史
』
に
記
す
る
所
の
廣
州
の
蒲
姓
は
、
當
時
廣
東
第
一
の
富
豪
で
、

外
國
貿
易
の
こ
と
を
統
べ
て
居
つ
た
。
蒲
壽
庚
の
祖
先
も
亦
廣
州
に
居
つ
て
、
諸
蕃
の
互
市
を
統
べ
て
兩
廣
第

一
の
富
豪
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
實
を
對
比
す
る
と
、
『
※
史
』
の
蒲
姓
は
、
蒲
壽
庚
の
祖
先
そ
の
人
で
な
い
か

と
、
想
像
を
容
る
べ
き
餘
地
が
多
い
。
若
し
こ
の
想
像
に
從
つ
て
、
蒲
姓
を
蒲
壽
庚
の
祖
先
と
認
め
る
な
ら
ば
、

蒲
姓
は
西
暦
十
二
世
紀
末
に
出
で
、
蒲
壽
庚
は
十
三
世
紀
の
半
過
ぎ
の
人
故
、
蒲
姓
は
多
分
蒲
壽
庚
の
祖
父
位

に
當
る
べ
き
順
序
で
あ
る
。

『
※
史
』
の
記
事
に
據
る
と
、
さ
し
も
廣
州
で
豪
華
を
極
め
た
蒲
姓
も
、
そ
の
後
久
し
か
ら
ず
し
て
、
家
運
傾

い
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蒲
壽
庚
の
父
の
蒲
開
宗
の
時
、
廣
州
か
ら
始
め
て
泉
州
に
移
住
し
た
の
は
、
或
は

廣
州
に
於
け
る
蒲
姓
の
衰
運
と
關
係
あ
る
樣
に
想
像
さ
れ
る
。
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四
　
蒲
壽
庚
の
事
歴
（
上
）

　
蒲
壽
庚
の
一
家
は
、
そ
の
父
蒲
開
宗
の
時
代
に
、
廣
州
か
ら
泉
州
に
移
住
し
た
が
、
最
初
の
間
は
左
程
豐
か

な
生
活
を
營
ん
だ
も
の
と
想
像
出
來
ぬ
。
所
が
蒲
壽
庚
の
時
代
に
南
海
名
物
の
海
賊
が
、
泉
州
を
襲
う
て
掠
奪

を
や
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
膽
な
る
蒲
壽
庚
は
そ
の
兄
の
蒲
壽
宬
と
協
力
し
、
支
那
官
憲
を
助
け
て
見
事
に
こ

の
海
賊
を
撃
退
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
出
世
の
端
緒
で
、
宋
の
朝
廷
に
登
庸
さ
れ
て
、
遂
に
泉
州
の
提
擧
市
舶
と

な
つ
た
。

『
閩
書
』
を
始
め
支
那
の
記
録
に
は
、
多
く
こ
の
蒲
壽
庚
の
海
寇
撃
退
の
事
實
を
、
南
宋
の
度
宗
の
咸
淳
十
年

（
西
暦
一
二
七
四
）
の
頃
の
出
來
事
と
記
し
て
あ
る
が
、
咸
淳
十
年
と
い
へ
ば
、
元
の
伯
顏
が
宋
の
行
在
の
臨

安
府
を
陷
れ
る
僅
か
二
年
前
に
當
る
。
『
宋
史
』
瀛
國
公
本
紀
の
景
炎
元
年
（
西
暦
一
二
七
六
）
十
一
月
の
條

に
、

　
　
蒲
壽
庚
提
擧
泉
州
舶
司
。
擅
蕃
舶
利
者
三
十
年
。

と
明
記
し
て
あ
る
。
果
し
て
蒲
壽
庚
が
海
寇
撃
退
の
功
に
よ
つ
て
、
提
擧
市
舶
と
な
つ
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
は

景
炎
元
年
よ
り
約
三
十
年
前
の
理
宗
の
淳
祐
年
間
（
西
暦
一
二
四
一
　
一
二
五
二
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
諸

書
に
咸
淳
十
年
と
あ
る
の
は
、
或
は
淳
祐
十
年
（
西
暦
一
二
五
〇
）
の
間
違
ひ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
ら
ず
ば
、

海
寇
撃
退
の
事
件
以
前
か
ら
蒲
壽
庚
は
早
く
提
擧
市
舶
の
職
に
在
つ
た
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
重
纂
福

建
通
志
』
卷
九
十
に
、
泉
州
の
歴
代
の
提
擧
市
舶
を
列
載
し
て
ゐ
る
が
、
淳
祐
の
末
年
以
後
の
提
擧
市
舶
と
し
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て
は
、
蒲
壽
庚
一
人
を
掲
ぐ
る
に
す
ぎ
ぬ
。
蒲
壽
庚
一
人
が
淳
祐
以
後
宋
末
ま
で
、
久
し
く
提
擧
市
舶
の
職
に

在
つ
た
こ
と
を
、
保
證
す
る
樣
に
思
は
れ
る
。

　
提
擧
市
舶
は
蕃
商
即
ち
外
國
の
貿
易
商
人
と
の
交
渉
に
當
る
か
ら
、
種
々
役
徳
が
多
い
。
唐
時
代
か
ら
、
外

國
の
商
舶
が
支
那
沿
海
の
埠
頭
へ
入
港
す
る
と
、
所
定
の
下
碇
税
と
稱
す
る
關
税
を
納
め
る
は
勿
論
、
別
に
皇

室
へ
舶
來
の
珍
異
を
獻
上
す
る
。
こ
れ
を
進
奉
と
い
ふ
。
皇
室
獻
上
の
進
奉
以
外
に
、
地
方
の
關
係
官
吏
に
も

相
當
の
心
附
が
行
き
屆
く
。
即
ち
呈
樣
と
て
、
蕃
商
が
新
た
に
輸
入
す
る
物
貨
の
一
部
を
、
見
本
と
い
ふ
名
義

の
下
に
、
地
方
官
憲
に
送
呈
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
禁
制
品
や
逋
税
を
取
締
る
爲
に
、
官
憲
が
そ
の
輸
入
物
貨

を
檢
閲
す
る
。
之
を
閲
貨
と
も
閲
實
と
も
い
ふ
。
閲
貨
を
經
ね
ば
一
切
物
貨
を
販
賣
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
檢

閲
後
に
　
　
多
分
蕃
商
等
の
主
催
で
　
　
慰
勞
の
宴
會
が
開
か
れ
る
。
こ
の
時
に
も
臨
閲
の
官
吏
に
尠
か
ら
ざ

る
贈
遺
が
あ
る
。
蕃
商
の
滯
留
中
に
支
那
の
官
憲
は
自
然
之
と
往
來
交
際
す
る
が
、
か
か
る
場
合
に
は
、
蕃
商

か
ら
種
々
心
附
が
あ
り
、
又
時
に
は
蕃
商
の
本
國
か
ら
附
屆
な
ど
も
あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
公
然
の
役
徳
と
申
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
甚
し
き
者
は
蕃
商
輸
入
の
物
貨
を
無
理
に
廉
價

に
買
ひ
受
け
之
を
販
賣
し
て
私
利
を
營
む
。
蕃
商
の
物
貨
を
強
請
し
て
そ
の
怨
を
買
ひ
、
命
を
落
し
た
官
吏
さ

へ
あ
つ
た
。
唐
宋
時
代
の
市
舶
に
就
い
て
は
、
最
近
に
藤
田
、
中
村
二
氏
の
論
文
も
發
表
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

茲
に
詳
細
に
述
べ
る
必
要
な
い
か
と
思
ふ
。

　
以
上
の
事
情
に
よ
つ
て
、
外
國
貿
易
船
と
關
係
す
る
官
吏
は
、
古
來
發
財
致
富
す
る
も
の
と
定
ま
つ
て
居
る
。

『
舊
唐
書
』
卷
百
七
十
七
盧
鈞
傳
に
、
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南
海
有
蠻
舶
之
利
。
珍
貨
輻
輳
。
舊
帥
（
節
度
使
）
作
法
興
利
以
致
富
。
凡
爲
南
海
者
。
靡
不
梱
載
而
還
。

　
　
と
い
ふ
通
り
で
あ
る
。
か
か
る
事
實
は
、
唐
代
よ
り
遙
か
以
前
か
ら
、
已
に
歴
史
上
に
散
見
し
て
居
り
、
宋
時

代
に
な
つ
て
も
亦
同
樣
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
貧
乏
官
吏
は
種
々
運
動
し
て
、
外
國
貿
易
と
關
係
あ
る
南
支
那
に

奉
職
せ
ん
こ
と
を
競
爭
し
た
程
で
あ
る
。
三
十
年
も
長
く
提
擧
市
舶
の
位
置
を
占
め
、
時
に
或
は
自
分
の
手
で

海
外
通
商
を
營
ん
だ
か
と
も
疑
は
る
る
蒲
壽
庚
の
富
有
は
設
想
す
る
に
難
く
な
い
。

　
海
寇
撃
退
の
功
に
よ
つ
て
出
身
し
た
蒲
壽
庚
は
、
南
宋
の
末
に
は
福
建
按
撫
沿
海
都
制
置
使
に
昇
進
し
て
、

尚
ほ
提
擧
市
舶
を
も
兼
ね
た
。
併
し
こ
の
時
宋
運
は
已
に
傾
き
、
徳
祐
帝
（
恭
宗
）
の
徳
祐
二
年
（
西
暦
一
二

七
六
）
、
即
ち
元
の
世
祖
の
至
元
十
三
年
の
春
に
、
元
の
大
將
伯
顏
は
遂
に
南
宋
の
行
在
臨
安
府
（
杭
州
）
を

陷
れ
、
徳
祐
帝
を
降
し
、
宋
は
事
實
上
滅
亡
し
た
。

　
是
に
於
て
宋
の
遺
臣
等
は
、
徳
祐
帝
の
兄
景
炎
帝
（
端
宗
）
を
奉
じ
、
福
建
方
面
に
退
い
て
恢
復
を
圖
る
。

蒲
壽
庚
の
勢
力
に
依
頼
す
る
必
要
か
ら
、
彼
を
福
建
廣
東
招
撫
使
に
進
め
、
兼
ね
て
こ
の
方
面
の
海
舶
を
統
領

せ
し
め
た
。
や
が
て
景
炎
帝
は
元
軍
を
避
け
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
福
州
よ
り
海
路
泉
州
に
移
つ
て
、
蒲
壽
庚

兄
弟
の
後
援
を
期
待
し
た
が
、
蒲
壽
庚
は
十
分
に
そ
の
所
望
に
應
ぜ
ぬ
。

　
元
軍
の
方
で
も
東
南
を
平
定
す
る
に
、
蒲
氏
の
助
力
を
得
る
の
が
、
第
一
の
要
件
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
承
知

し
て
、
未
だ
行
在
の
陷
落
せ
ざ
る
以
前
に
、
至
元
十
三
年
の
二
月
に
、
元
の
伯
顏
は
特
使
を
派
し
て
、
蒲
氏
兄

弟
に
投
降
を
勸
誘
し
て
居
る
。
こ
の
勸
誘
に
對
し
て
、
蒲
壽
庚
は
如
何
な
る
態
度
を
持
し
た
か
は
、
記
録
に
傳

は
つ
て
居
ら
ぬ
が
、
彼
は
こ
の
時
か
ら
幾
分
二
心
を
抱
い
た
樣
に
想
は
れ
る
。
殊
に
船
舶
や
軍
資
に
不
足
勝
な
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る
宋
軍
は
、
泉
州
に
於
て
蒲
壽
庚
所
屬
の
船
舶
資
産
を
強
請
的
に
徴
發
し
た
故
、
蒲
壽
庚
は
大
い
に
怒
つ
て
、

そ
の
年
の
十
二
月
に
斷
然
元
に
降
り
、
宋
に
對
し
て
敵
對
行
動
を
と
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
蒲
壽
庚
が
宋
を
捨
て
て
元
に
歸
し
た
こ
と
は
、
宋
元
の
運
命
消
長
に
か
な
り
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
元

來
蒙
古
軍
は
陸
上
の
戰
鬪
こ
そ
、
當
時
天
下
無
敵
の
有
樣
で
あ
れ
、
海
上
の
活
動
は
全
然
無
能
で
、
こ
の
點
に

就
い
て
は
宋
軍
に
す
ら
敵
し
か
ね
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
海
上
通
商
の
こ
と
を
管
理
し
て
、
海
事
に
關
す
る
智

識
も
邃
く
、
且
つ
自
身
に
多
數
の
海
舶
を
自
由
に
す
る
こ
と
の
出
來
る
蒲
壽
庚
が
元
に
降
つ
て
、
そ
の
東
南
征

伐
に
助
力
し
た
こ
と
は
、
元
に
と
つ
て
は
莫
大
の
利
益
で
、
同
時
に
宋
に
と
つ
て
は
無
上
の
打
撃
で
あ
つ
た
。

景
炎
帝
は
間
も
な
く
福
建
方
面
を
去
つ
て
、
廣
東
方
面
に
引
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
つ
た
。

　
そ
の
翌
景
炎
二
年
即
ち
至
元
十
四
年
（
西
暦
一
二
七
七
）
の
七
月
に
、
蒙
古
軍
が
福
建
方
面
を
引
き
上
げ
た

を
機
會
と
し
て
、
宋
の
張
世
傑
は
急
に
蒲
壽
庚
を
泉
州
に
攻
め
た
。
泉
州
は
當
時
南
外
宗
正
司
の
所
在
地
で
、

宋
の
宗
室
が
多
く
茲
に
住
ん
で
居
る
。
此
等
趙
氏
の
一
族
の
者
は
、
何
れ
も
宋
室
の
恢
復
に
心
を
傾
け
た
こ
と

勿
論
で
あ
る
。
蒲
壽
庚
は
一
擧
に
し
て
、
泉
州
在
住
の
宋
の
宗
族
を
鏖
殺
し
て
内
顧
の
憂
を
絶
ち
、
專
心
に
泉

州
を
固
守
し
た
。
張
世
傑
は
泉
州
を
圍
む
こ
と
三
ヶ
月
に
亙
つ
て
城
が
拔
け
ぬ
。
や
が
て
蒲
壽
庚
の
請
に
應
じ

て
、
蒙
古
軍
の
來
援
す
る
と
共
に
、
宋
軍
は
復
た
廣
東
方
面
に
退
却
し
た
。
こ
の
後
約
一
年
半
を
經
て
、
至
元

十
六
年
（
西
暦
一
二
七
九
）
の
二
月
に
、
張
世
傑
を
頭
目
と
せ
る
宋
軍
は
、
幼
主
祥
興
帝
と
共
に
崖
山
で
覆
滅

し
て
、
宋
祀
は
全
く
絶
え
、
元
が
天
下
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
兔
に
角
元
の
東
南
平
定
に
は
、
蒲
壽
庚
の
力
預
つ
て
多
き
に
居
る
。
故
に
元
の
朝
廷
も
最
初
よ
り
彼
を
厚
遇
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し
た
。
先
づ
昭
勇
大
將
軍
（
正
三
品
）
を
授
け
、
閩
廣
大
都
督
兵
馬
招
討
使
に
任
じ
、
つ
い
で
江
西
行
省
の
參

知
政
事
（
從
二
品
）
と
な
し
、
至
元
十
五
年
（
西
暦
一
二
七
八
）
の
八
月
に
は
、
福
建
行
省
の
中
書
左
丞
（
正

二
品
）
に
登
庸
し
て
居
る
。

　
　
五
　
蒲
壽
庚
の
事
歴
（
下
）
　
蒲
壽
庚
の
一
族

　
蒲
壽
庚
は
た
だ
に
元
の
爲
に
東
南
平
定
の
大
功
を
建
て
た
の
み
で
な
く
、
彼
は
更
に
南
海
諸
國
を
招
懷
し
て
、

此
等
諸
國
と
元
と
の
間
に
互
市
を
開
く
べ
く
、
若
干
の
貢
獻
を
致
し
て
居
る
。

　
已
に
述
べ
た
如
く
、
唐
宋
時
代
か
ら
、
否
そ
の
以
前
か
ら
支
那
と
南
海
諸
國
間
と
の
通
商
は
盛
ん
に
行
は
れ

て
居
つ
た
。
殊
に
宋
一
代
を
通
じ
て
、
外
國
貿
易
は
一
層
隆
盛
を
極
め
た
。
當
時
支
那
政
府
は
こ
の
外
國
貿
易

に
よ
つ
て
、
大
體
二
重
の
利
得
を
收
め
る
こ
と
が
出
來
た
。
一
は
關
税
の
收
入
で
、
之
は
時
代
に
よ
つ
て
相
違

は
あ
る
が
、
普
通
輸
入
品
の
一
割
二
割
位
を
政
府
に
收
め
る
の
で
あ
る
。
一
は
こ
の
關
税
收
入
以
外
に
、
宋
時

代
か
ら
、
或
種
の
外
國
輸
入
品
は
一
旦
政
府
に
買
ひ
上
げ
、
而
し
て
後
ち
相
當
の
利
益
を
取
つ
て
民
間
に
拂
ひ

下
げ
る
こ
と
で
、
即
ち
政
府
が
或
種
の
外
國
輸
入
品
の
獨
占
權
を
握
り
、
之
に
よ
つ
て
多
大
の
利
得
を
收
め
た
。

兔
に
角
南
宋
時
代
に
は
、
外
國
貿
易
が
政
府
の
重
要
な
る
歳
入
の
一
と
み
な
さ
れ
て
居
つ
た
。

　
さ
れ
ば
元
の
世
祖
が
宋
を
滅
ぼ
し
て
江
南
を
平
定
す
る
と
殆
ん
ど
同
時
に
、
こ
の
收
益
多
き
外
國
貿
易
に
着

眼
し
た
の
は
、
無
理
な
ら
ぬ
次
第
で
あ
る
。
世
祖
は
こ
の
目
的
を
遂
行
す
る
爲
に
は
、
久
し
く
外
國
貿
易
の
こ
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と
を
管
理
し
て
、
尤
も
斯
道
に
通
曉
し
て
居
る
蒲
壽
庚
の
助
力
を
借
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
元
史
』
の
世
祖
本
紀

を
見
る
と
、
至
元
十
五
（
西
暦
一
二
七
八
）
年
八
月
に
、
世
祖
は
蒲
壽
庚
等
に
命
じ
て
、
海
外
諸
國
に
成
る
べ

く
從
前
の
通
り
、
支
那
沿
海
へ
貿
易
に
出
掛
け
來
る
べ
く
、
勸
諭
の
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
直

接
又
は
間
接
の
結
果
と
し
て
、
占
城 C

ham
npa

、
馬
八
兒 

〔M
a^bar

〕 

の
二
國
先
づ
通
商
を
開
き
、
引
續
き

そ
の
他
の
南
海
諸
國
も
之
に
な
ら
ひ
、
元
一
代
の
外
國
貿
易
も
亦
か
な
り
盛
況
を
極
め
て
居
る
。
こ
の
外
蒲
壽

庚
は
又
間
接
な
が
ら
、
世
祖
の
日
本
征
伐
事
件
に
幾
分
關
係
し
て
居
る
樣
で
あ
る
。

　
蒲
壽
庚
の
事
蹟
は
『
元
史
』
に
至
元
二
十
一
年
（
西
暦
一
二
八
四
）
を
限
つ
て
、
そ
の
以
後
の
こ
と
が
見
え

ぬ
。
當
時
彼
は
最
早
か
な
り
の
老
年
で
、
間
も
な
く
世
を
辭
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
さ
き
に
紹
介
し
て
置
い
た
如
く
、
蒲
壽
庚
の
兄
に
蒲
壽
宬
は
文
學
の
趣
味
も
深
く
、
思
慮
綿
密
で
宋
元
鼎
革

の
際
に
、
蒲
壽
庚
の
と
つ
た
進
退
は
、
多
く
そ
の
兄
蒲
壽
宬
の
計
畫
指
圖
に
由
つ
た
も
の
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

そ
の
晩
年
に
蒲
壽
宬
は
世
間
の
批
判
を
憚
り
、
泉
州
府
城
東
南
郊
外
の
法
石
山
に
隱
居
し
て
、
風
月
に
身
を
託

し
た
と
い
ふ
。

　
そ
の
他
蒲
壽
庚
の
一
族
と
し
て
は
『
閩
書
』
に
據
る
と
、
彼
の
長
子
に
蒲
師
文
と
申
す
者
が
あ
つ
て
、
始
終

父
の
股
肱
と
し
て
活
動
し
た
が
、
人
物
が
暴
悍
で
あ
つ
た
故
か
、
餘
り
出
世
を
せ
ず
に
身
を
終
つ
た
樣
で
あ
る
。

又
『
八
閩
通
志
』
卷
の
三
十
に
據
る
と
、
元
の
世
祖
の
末
年
に
、
福
建
行
省
の
參
知
政
事
（
從
二
品
）
と
な
つ

た
蒲
師
武
と
い
ふ
者
が
あ
る
。
そ
の
年
代
及
び
姓
名
か
ら
推
す
と
、
彼
は
蒲
壽
庚
の
子
で
、
蒲
師
文
の
弟
に
相

違
あ
る
ま
い
。
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宋
末
元
初
の
周
密
の
『
癸
辛
雜
識
』
を
見
る
と
、
泉
南
在
住
の
巨
賈
に
、
南
蕃
人
佛
蓮
と
申
す
者
が
あ
つ
て
、

蒲
氏
の
壻
と
な
り
、
盛
ん
に
海
外
貿
易
を
經
營
し
た
が
、
死
後
嗣
子
な
き
爲
に
、
政
府
が
そ
の
遺
産
を
沒
收
し

た
こ
と
を
記
し
て
あ
る
。
單
に
蒲
氏
と
あ
る
の
み
で
は
、
勿
論
斷
言
は
出
來
ぬ
が
、
或
は
蒲
壽
庚
の
一
家
で
あ

る
ま
い
か
と
想
像
す
べ
き
餘
地
が
な
い
で
も
な
い
。

『
八
閩
通
志
』
の
卷
二
十
七
に
擧
る
と
、
元
の
晉
宗
の
泰
定
年
間
（
西
暦
一
三
二
四
　
一
三
二
七
）
に
、
福
建

等
處
都
轉
運
鹽
使
（
正
三
品
）
と
い
ふ
官
　
　
こ
れ
は
鹽
鐵
、
酒
醋
等
の
專
賣
事
業
を
統
べ
、
兼
ね
て
市
舶
の

こ
と
を
管
理
す
る
大
官
で
あ
る
。
　
　
を
占
め
た
蒲
居
仁
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
或
は
蒲
壽
庚
の
孫
に
で
も
當
る

べ
き
人
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
蒲
壽
庚
は
元
朝
に
忠
勤
を
抽
で
て
重
用
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
一
族
は
元
一
代
を
通
じ
て
福

建
地
方
に
大
な
る
勢
力
を
振
つ
た
。
同
時
に
隨
分
世
間
か
ら
嫌
忌
さ
れ
た
樣
で
あ
る
。
『
閩
書
』
の
卷
一
百
五

十
二
に
、

　
　
元
以
〔
蒲
〕
壽
庚
有
功
。
官
其
諸
子
若
孫
。
多
至
顯
達
。
泉
人
避
其
薫
炎
者
十
（
？
）
餘
年
。
元
亡
廼
已



。

　
　
と
あ
る
に
よ
つ
て
、
そ
の
大
體
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
蒲
壽
庚
が
元
に
登
庸
さ
れ
て
以
來
元
の
滅
亡
に

至
る
ま
で
約
九
十
年
に
及
ぶ
。
『
閩
書
』
に
泉
人
避
其
薫
炎
者
十
餘
年
と
あ
る
は
、
恐
ら
く
八
十
餘
年
の
誤
脱

で
あ
ら
う
。

　
か
く
て
明
の
太
祖
が
元
に
代
つ
て
天
下
を
一
統
す
る
と
、
漢
族
の
國
家
再
造
を
標
幟
と
し
た
彼
太
祖
は
、
そ

の
返
報
に
、
こ
の
元
と
因
縁
深
き
福
建
の
蒲
姓
の
一
族
の
仕
官
を
禁
じ
た
。
さ
ら
ぬ
だ
に
色
目
人
の
威
勢
の
傾
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い
た
時
に
、
官
途
の
禁
錮
ま
で
受
け
て
は
、
愈
〻
社
會
に
於
け
る
蒲
姓
の
面
目
が
失
は
れ
た
譯
で
あ
る
。
此
の

如
く
し
て
福
建
の
蒲
姓
は
次
第
に
衰
微
し
て
、
遂
に
世
間
の
視
聽
の
外
に
埋
沒
し
終
つ
た
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桑
原
隲
藏
全
集
　
第
五
卷
　
蒲
壽
庚
の
事
蹟
　
考
史
遊
記
」
岩
波
書
店

　
　
　1968
（
昭
和43

）
年2

月13

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
宋
末
の
提
擧
市
舶
西
域
人
蒲
壽
庚
の
事
蹟
」
東
亜
攻
究
会
（
上
海
）

　
　
　1923

（
大
正12
）
年11

月
発
行

※
「
蒲
壽
庚
の
事
蹟
」
の
、
本
文
の
み
（
底
本28

〜30

、64

〜67

、126

〜131

、167

〜170

、198

〜200

頁
）

を
入
力
し
た
。

※
本
文
に
付
さ
れ
た
注
釈
番
号
は
、
入
力
し
な
か
っ
た
。

※
以
下
の
３
字
下
げ
を
、
２
字
下
げ
に
改
め
ま
し
た
。
「
元
以
﹇
＃
二
﹈
〔
蒲
〕
壽
庚
有
﹇
＃
一
レ
﹈
功
。
官

﹇
＃
二
﹈
其
諸
子
若
孫
﹇
＃
一
﹈
。
多
至
﹇
＃
二
﹈
顯
達
﹇
＃
一
﹈
。
泉
人
避
﹇
＃
二
﹈
其
薫
炎
﹇
＃
一
﹈
者

十
（
？
）
餘
年
。
元
亡
廼
｜
已
《
ヤ
ム
》
。
」

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
米
田
進

2003

年4

月2

日
作
成
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2004

年4

月1

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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